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制
白
納
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誕
務
者
(
一
戸
数
剖
納
槌
義
務
者
白
羽
在
有
櫨
的
解
棒
A
解
縛
某
も
の

H
右
解
糟
白
一
結
果
い
本
来
無
能
力
の
者
同
人
税

r
t
、

，

4

、

〆
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』
ノ
、
，
J

、
，
ノ
、
』
ノ
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巴
，
J
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る
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都
合
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ず
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こ
と
る
戸
数
割
が
人
枕
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ず
物
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と
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る
ζ
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二
封
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解
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よ
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蒋
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十
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各

四
六
八

第
四
就

叢

戸
殿
割
に
於
け
る
矛
盾

緒

~ 

私
は
多
年
、
戸
数
割
が
実
の
地
方
税
関
系
中
に
於
げ
る
地
位
、
他
の
税
さ
の
相
掛
的
地
位
か
ら
考
へ
て
営
然
に

人
積
三
し
て
定
め
ら
れ
た
る
も
の
さ
濡
し
、
茸
(
を
出
接
貼
ず
」
し
て
倒
係
の
問
題
を
考
察
し
来
つ
だ
の

rが
、
段
々

さ
実
質
際
の
取
扱
を
聞
い
て
見
る
さ
、
此
に
は
可
な
れ
ノ
じ
堅
く
物
税
的
分
子
が
附
着
し
て
居
っ
て
、
英
れ
ご
離
hw
難

訟
も
の
が
あ
h
y
、
斯
く
て
美
濃
部
東
大
数
授
が

b

之
を
似
↑
て
人
税
に
物
税
の
加
味
さ
れ
た
も
の
ぎ
せ
ら
る
、
説
、

(
昭
和
四
年
四
月
競
蹴
家
年
舎
雑
誌
に
詳
説
さ
れ
て
居
る
)
に
も
成
程
さ
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
或
鼠
(
理
の
存
す
る
事
を

人
ユ
見
ら
乍
ら
仁
も
認
め
な
い
薄
に
往
か
な
い
l

。
つ
ま
り
立
法
者
は
之
を
人
税
ざ
し
ゃ
う
さ
し
た
の
だ
が
、
其
自
瞳

に
本
質
的
に
矛
崩
し
た
元
素
を
備
A

、
主
(
潟
め
客
観
的
に
見
て
、
人
税
だ
さ
皐
純
に
い
ひ
難
い
も
の
さ
な
っ
て
居

る
。
併
し
其
校
本
の
位
質
ざ
し
て
は
此
が
人
税
で
な
く
て
は
、
税
糟
系
中
の
地
位
が
明
確
で
な
く
な
る
。
実
れ

で
出
来
る
だ
げ
此
に
於
け
る
人
税
の
趣
旨
の
徹
底
す
る
や
う
、
解
蒋
も
し
た
く
・
否
な
一
歩
を
進
め
て
改
法
し
た

〈
も
考
へ
ら
れ
る
。
私
は
戸
数
割
に
関
す
る
諸
問
題
を
論
中
る
の
前
に
、
先
づ
以
て
、
此
に
存
す
る
此
根
本
的
の

矛
盾
問
題
か
ら
し
て
解
決
し
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
ョ
伺
っ
て
窓
に
は
此
重
大
問
題
を
取
扱
ふ
の
号
無
意
義

な
ら
す
さ
信
じ
て
、
之
を
試
む
る
(
註
こ
。

(
註
ご

賓
は
此
一
編
紅
、
昭
和
五
年
八
月
披
由
自
治
研
究
陀
於
け
る
田
中
氏
の
、
私
の
論
文
「
戸
数
割
白
調
整
」
に
劃
す
る
批
許
に
答
ふ
る
も
巴

俗

、;
v 
h 

拙著、組読研究、十巻、 3~'目、以下、経済論議t，?~十一巻.~}t、 24以下
白治研究、大巻八減、 53以下

.) 

.) 



せ
あ
る
。
其
評
中
、
車
に
意
見
白
相
遣
に
過
u
f
ず
し
て
、
之
を
反
駁
し
て
見
た
所
で
、
結
局
、
徒
ら
に
議
論
白
矯
め
白
議
論
と
な
り
、
矯
め
に

感
情
論
に
ま
で
陥
る
恐
あ
り
と
認
め
る
白
で
、
評
者
の
再
考
を
待
つ
こ
と
に
し
て
、
悲
に
は
暫
b
〈
蛾
へ
て
置
〈
。
其
は
、
何
財
源
地
と
構
戸
地

と
の
醜
分
の
平
分
が
矢
操
り
濁
断
幕
器
で
は
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
、
山
内
構
戸
地
の
配
分
に
つ
き
戸
の
重
さ
に
依
る
の
が
不
常
だ
と
い
ふ
こ
と
、

山
内
賃
貸
債
格
が
評
定
難
且
不
均
術
に
し
て
、
全
闘
的
に
模
準
と
な
り
難
き
も
の
な
る
こ
と
、
出
向
準
戸
数
割
の
性
質
が
列
ら
ぬ
主
い
ふ
こ
と
、
の

知
舎
で
あ
る
。
脇
町
業
地
と
二
構
戸
地
と
の
存
ナ
る
場
合
白
分
間
が
剣
b
ぬ
と
い
は
れ
る
の
は
、
興
へ

b
れ
た
る
標
準
に
て
明
瞭
な
る
べ
曹
も
の

を
、
不
明
と
せ
ら
れ
る
も
白
で
あ
る
。
其
れ
で
蕊
に
は
、
氏
の
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
、
戸
扱
割
に
取
り
て
根
本
的
に
重
大
な
る
問
題
と
ナ
ベ
き

も
の
一
ニ
貼
だ
け
を
論
議
し
て
ゐ
る
。

第
一
段

戸
数
割
の
納
税
義
務
者

一
戸
数
割
納
税
義
務
者
の
現
在
有
機
的
な
る
解
蒋

宜
主
も
の
|
戸
数
割
の
納
税
義
務
者
が
費
者
又
は
滴
立
生
計
者
た
る
二
注
は
、
明
文
上
何
人
も
争
は

ぬ
。
た
Y
其
の
内
容
に
至
か
で
は
多
少
の
疑
が
存
す
る
。
例
之
、
甲
ざ
い
ふ
人
が
A
地
に
自
ら
構
戸
し
、
其
妻
又

は
子
が
甲
主
人
さ
別
に
B
地
に
構
戸
し
た
場
合
、
甲
が
B
地
に
三
箇
月
以
上
、
滞
在
し
た
さ
い
ふ
根
擦
な
き
以
上

は、

B
地
に
て
は
、
業
妻
又
は
子
が
構
戸
者
ご
し
て
納
税
義
務
者
ご
な
る
の
で
、
甲
は
義
務
者
仁
あ
ら
や
ご
い
ふ

の
が
、
現
行
の
有
権
的
解
蒋
だ
さ
い
ふ
こ
さ
で
あ
ふ
。
尤
も
禁
場
合
、
業
妻
又
は
子
が
濁
立
の
所
得
を
有
つ
者

(
甲
主
人
さ
別
に
濁
立
し
て
)
だ
さ
、
其
妻
又
は
子
は
構
戸
者
で
も
あ
り
所
持
者
で
も
あ
る
か
ら
.
業
所
得
を
標
準

論

叢

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

第
四
時
踊

第
三
十
一
巻

四
六
九

自治研究、前出、 55-573) 
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矛
盾
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三
十
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巻

四
七

O

第
四
時
抽

四

ざ
し
、
美
上
に
英
資
産
扶
態
を
も
掛
閉
し
て
其
構
戸
者
に
課
税
す
る
の
は
差
支
な
い
。
其
の
妻
又
は
子
が
戸
数
割

の
納
税
義
務
者
ざ
さ
れ
て
良
い
。
併
し
問
題
は
、
実
妻
又
は
子
が
濁
立
の
所
得
な
く
、
会
く
唯
花
甲
主
人
よ
り
し

で
の
仕
遺
伝
受
け
て
、
車
な
る
甲
の
寄
生
々
活
者
た
る
家
族
口
県
た
る
芭
き
に
も
、
品
川
ほ
此
有
権
的
解
蒋
の
通
り
に

其
の
妻
又
は
子
を
以
て
納
税
義
務
者
ご
す
ぺ
き
か
何
う
か
で
あ
る
o

行
政
の
責
務
者
逮
は
此
有
権
的
解
薄
日
い
御
無

理
御
も
つ
ご
も
さ
し
て
服
従
し
な
く
て
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
割
払
速
は
之
じ
劃
し
て
疑
を
い
だ
き
、
又
自
由
に
之

な
批
判
し
、

M
m川
四
件
し
得
る
。
特
に
立
決
治
官
錯
し
フ
、
あ
る
の
際
に
は
、
全
く
自
由
な
る
解
糟
の
下
に
論
歩
を

進
め
る
に
於
て
何
の
遠
慮
を
要
し
な
い
。

B
右
解
縛
の
結
国
市

け
本
来
無
能
力
の
者
に
人
税
を
課
す
る
さ
い
ム
不
都
合
(
根
本
的
の
)
セ
生
や
る
こ
さ

l

前
記
設
例
に
於
げ

る
B
地
の
妻
又
は
子
は
、
も
ご
/
¥
無
所
得
者
、
無
給
付
能
カ
者
で
あ
る
c

彼
に
は
、
戸
数
割
の
課
税
標
準
ざ
し

て
最
大
切
な
所
得
額
を
有
?
』
さ
が
出
来
ゃ
、
随
っ
て
漸
く
何
か
其
の
戸
に
存
す
る
資
産
扶
此
ざ
い
ふ
.
戸
数
割

の
潟
め
に
は
二
衣
的
附
格
的
の
標
準
の
み
を
見
て
課
税
す
る
こ
さ
じ
な
る
の
外
な
い
。
蕗
が
、
元
来
、
戸
数
割
は

主
ご
し
て
所
得
に
つ
き
課
し
た
る
所
得
税
の
一
撞
瞳
で
あ
り
、
業
あ
る
が
故
に
人
税
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る

に
美
人
税
た
る
に
最
重
要
な
、
業
土
壷
さ
も
な
る
ぺ
き
所
得
を
快
く
人
に
、
之
を
課
す
る
さ
あ
っ
て
は
、
人
枝
記

る
要
件
の
大
部
分
を
夫
ふ
さ
い
ふ
こ
ご
じ
な
る
。
併
し
品
川
ほ
業
慮
に
は
、
業
標
準
の
一
部
た
る
資
産
が
存
す
る
じ



ム

a.，t
i
d
i
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於
て
、
之
に
よ
り
て
課
す
る
な
ら
ば
、
所
得
は
な
く
さ
も
、
財
産
が
あ
る
の
で
あ
り
、
財
産
税
も
が
往
々
に
し
て

人
税
に
教
へ
ら
れ
る
こ
さ
の
あ
る
以
上
は
(
詮
ニ
)
、
其
の
意
味
い
て
、
慌
令
、
所
得
元
素
に
は
依
ら
す
ご
も
・
人
税

寸
」
い
ひ
得
る
や
う
だ
が
、
業
の
場
合
、
妻
又
は
子
が
実
B
地
に
有
つ
財
産
が
、
果
し
て
異
に
彼
の
財
産
さ
見
倣
し

て
差
支
な
き
も
の
か
何
う
か
。
其
は
つ
ま
り
、
実
甲
主
人
に
属
す
る
も

ω
で
は
な
い
か
。
経
済
上
か
ら
い
ふ
さ
或

は
甲
主
人
の
み
な
ら
す
，
家
族
会
慢
の
共
有
物

rざ
い
ふ
か
も
知
ら
ぬ
が
、
法
律
上
か
ら
い
ふ
て
は
実
家
族
の
代

表
者
問
る
+
十
一
人
の
も
の
で
あ
る
。
立
(
一
安
又
は
子
の
も
の
ど
は
い
へ
な
い
。
熱
る
さ
活
は
此
妻
又
J
M
子
に
戸
数
割
を

課
す
ご
い
ふ
の
は
、
換
一
一
首
す
れ
ば
彼
を
戸
数
割
の
納
税
義
務
者
ざ
す
る
の
は
、
彼
や
一
他
人
の
物
に
就
き
、
軍
じ
其

使
用
の
般
態
の
み
を
見
て
、
立
一
も
宜
(
人
の
資
産
に
属
す
る
や
否
や
を
問
は
す
し
て
唯
だ
其
人
の
資
産
の
状
況
ざ
い

ふ
名
に
於
て
課
す
る
の
で
不
都
合
も
甚
し
い
。
資
産
の
状
況
ざ
い
ふ
て
も
、
本
来
必
や
や
他
人
の
資
産
朕
況
で
あ

つ
て
は
な
ら
ね
、
其
人
の
有
つ
資
産
の
放
況
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
か
〈
い
ふ
て
来
る
す
」
、
此
場
合
、

厳
格
に
い
ふ
て
、
此
に
戸
数
割
の
倉
め
の
課
税
標
準
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
o

其
の
妻
又
は
子
に
は
彼
自
ら
に
於

て
給
付
能
力
な
き
に
も
拘
ら
や
之
に
戸
数
割
を
課
し
て
居
る
こ
芯
に
な
り
、
租
税
の
根
本
義
に
反
す
る
も
の
に
な

っ
て
し
ま
う
(
註
=
一
)
。
の
み
な
ら
す
税
の
中
で
も
、
人
税
は
物
税
さ
異
り
、
個
人
主
義
的
に
見
る

J

へ
き
る
の
で
は
な

一
家
族
を
車
位
ざ
し
て
課
す
べ
き
も
の
で
あ
る
(
詮
閤
)
O

此
勤
か
ら
し
て
見
て
も
、
濁
立
所

得
な
き
妻
又
は
子
を
股
令
彼
が
別
に
椛
戸
し
た
さ
し
て
も
、
主
人
さ
別
々
に
考
へ
て
は
宜
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

く
‘
家
族
本
位
的
に
‘

E品
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戸
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割
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於
け
る
矛
盾

四
七

第
四
務

第
三
十
一
巻

か
か
る
見
解
は
多
〈
白
人
の
其
で
は
な
〈
、
む
し
ろ
少
数
者
白
見
解
で
あ
る
が
、
之
を
ワ
グ
ナ
1
、
ノ
イ
マ

y
に
見
出
す
。

T

Y
卜
品

1
は
、
人
の
納
税
義
務
は
、
人
が
租
税
を
携
ふ
べ
き
能
力
を
布
ヲ
と
と
に
か
λ

る
と
い
ひ
、
フ
オ
ツ
ケ
は
、
租
秘
義
務
は
}

般
で
無
例
外
で
は
あ
る
が
、
此
が
履
行
は
、
給
付
能
力
な
き
虞
に
は
要
求
せ
、
b
る
ふ
と
と
は
出
来
ね
と
い
ふ
。

此
監
K
づ
い
て
は
、
拙
文
、
租
税
に
於
け
る
家
計
、
参
照
。

〈
珪
Z
)

、
+
主

---J

a
F
曾
匹
.. 

，、

(
註
困
)

ハ
川
掛
川
め
に
戸
数
割
が
人
税
た
ら
や
、
精
々
、
物
税
ぜ
な
り
柊
る
さ
い
ふ
こ
さ
|
|
其
慮
で
現
行
の
取
扱
の
や

う
に
し
て
居
る
さ
、
其
戸
に
屡
す
る
資
産
状
況
を
賓
質
的
じ
見
令
、
車
に
皮
相
的
に
見
て
、
業
所
有
の
如
何
を
究

め
十
、
其
の
使
用
航
態
の
み
か
ち
見
て
、
課
税
標
準
を
定
め
、
之
じ
て
何
等
か
め
能
力
守
欄
ま
う
ざ
し
て
居
る
。

ざ
い
ム
こ
さ
に
な
る
。
然
る
さ
き
に
は
、
此
の
如
き
税
を
以
て
、
人
の
会
能
力
砂
一
掴
ま
う
ざ
す
る
所
の
、
即
ち
人

的
給
付
能
力
に
依
る
所
の
枕
ご
は
潟
し
粂
似
る
。
取
も
直
き
守
人
柱
ご
は
い
ひ
粂
ね
る
の
で
あ
b
、
業
は
軍
に
構

戸
ご
い
ム
、
戸
を
使
用
す
る
外
形
肢
態
に
基
き
て
、
其
の
能
力
を
推
定
す
る
の
枕
に
過
ぎ
ぬ
ニ
さ
に
な
り
、
精
々

物
税
ざ
し
得
る
に
止
ま
る
。
業
も
品
川
ほ
一
の
問
題
で
あ
り
、

一
の
住
居
税
ざ
し
て
↓
の
寵
接
消
費
税
注
し
て
、
少

く
ご
ら
斯
か
る
直
接
消
費
税
ど
も
物
税
ご
す
る
の
見
地
に
立
っ
て
、
初
め
て
物
殺
に
入
れ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
勿

論
、
何
さ
し
て
も
入
俄
で
は
な
い
こ
さ
に
な
る
。
其
で
は
戸
数
割
の
本
来
の
性
質
に
反
す
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま

ぅ
。
郎
ち
有
権
的
解
禅
に
従
ふ
て
居
る
ご
、
戸
数
割
の
中

ι、
人
枕
た
る
戸
数
割
ご
し
難
き
も
の
を
合

U
ざ
い
ふ

現
象
を
生
千
る
。
或
は
比
に
間
接
人
税
ざ
い
ふ
調
法
な
詞
を
周
ゐ
る
ど
き
に
、
此
の
如
き
戸
数
割
も
一
の
人
税
だ

ざ
い
へ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
百
も
、
其
は
通
話
で
は
な
く
、
全
く
稀
じ
見
る
見
方
で
あ
る
。

Wagner， Fw. 2 AuB. n. s. 234. Neumann， Die St凹町田ld品目'entlicheIntersse. 
o. 552 
Antoni， Die Steuersuujekte etC. (Finan?; Aγehiv. 5 Jg. 11.) s. 387. Vocke， Fw. 
o. 181. 6) 租税iJf究、九巻、 70
Neumano， a. a. O. S. 552 
Strutz， Grundlehren des Steucrrechts. s. 19・
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二
針
策

〆，‘、
は
い
解
糟
上
よ

h
l
l

い
解
剖
仲
其
も
の
|
|
前
に
い
ふ
や
う
に
、
現
行
有
権
的
解
懇
で
は
、
戸
数
割
の
中
に
戸
数
割
の
人
税
た
る
性

質
に
反
す
る
も
の
‘
否
な
加
之
、

一
の
積
ざ
し
て
も
存
立
の
理
由
を
快
く
も
の
や
一
生
や
る
。
其
れ
で
は
困
る
。
之

を
も
っ
ど
、
合
理
的
に
解
縛
し
な
〈
て
は
な
ら
ね
さ
思
ふ
。
立
(
慮
で
、
花
は
、
夫
の
設
例
の
や
う
な
無
所
得
、
無

財
産
な
る
非
樹
立
の
家
族
同
貝
が
或
地
γ

い
構
戸
し
た
揚
合
r
ト
は
、
其
構
戸
者
さ
は
事
賢
上
の
構
戸
者
(
前
例
に
於

υ

で
な
く
し
て
、
其
仁
戸
を
構
へ
し
め
た
る
者
、
郎
も
実
家
族
の
主
人
ご
い
ふ
風
に
刷
用
す
寸
〈
、
庖

る
妻
又
は
子
)

っ
て
妻
又
は
子
は
、
車
に
其
戸
数
割
の
納
税
管
理
人
だ
さ
し
て
、
納
税
義
務
者
は
主
人
だ
ご
す
ぺ
き
も
の
さ
解
す

る。

ろ
其
理
由

〆，.. ‘、
け
い
租
税
の
性
質
上
l
|
斯
く
解
す
る
さ
き
に
、
初
め
て
其
蕗
に
、
日
数
割
の
課
税
標
準
た
る
ぺ
き
所
得
績

も
・
費
産
状
侃
も
明
か
に
並
び
存
立
し
て
、
能
力
あ
る
者
を
、
而
か
も
人
税
的
に
課
す
る
こ
さ
に
な
り
得
る
、
た

Y

此
場
合
、
業
主
人
が
別
の
地
方
に
で
も
構
戸
し
、
戸
数
割
を
納
め
て
居
る
の
だ
か
ら
、
軍
純
な
る
人
税
で
は
な

〈
、
人
税
さ
し
て
の
特
例
で
あ
る
さ
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
夫
の
課
税
標
準
た
る
所
得
及
資
産
を
遜
営
に
、
各

地
に
配
分
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
其
慮
が
一
の
問
題
で
、
此
各
地
の
聞
の
趨
営
会
正
な
る
分
配
が
六
っ
か
し
い
。

論

議

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

第
三
十
一
巻

四
七
=
一

第
四
時
制

七



E古

第
三
十
一
巻

八

第
四
披

叢

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

四
七
四

在
は
前
に
戸
数
割
の
調
整
ご
い
ふ
論
文
じ
て
い
ふ
た
や
う
に
、
ム
地
、

B
地
に
於
り
る
戸
の
重
さ
じ
従
ふ
の
が
此

場
合
最
公
正
さ
思
ふ
の
村
い
が
、
今
日
の
規
定
及
解
梓
の
偉

rさ
、
彼
れ
主
人
か
A
地
に
て
間
借
を
品
川
し
、

R
地
に

大
な
戸
を
構
へ
、
多
数
の
家
族
員
を
住
は
せ
て
、

B
地
方
か
ら
数
育
衛
生
警
察
交
通
な
ざ

ι
つ
い
て
非
常
に
大
な

世
話
に
な
わ
乍
ら
も
、

B
地
に
存
す
る
僅
か
許
の
課
税
標
準
に
よ
り
一
て
課
せ
ら
れ
る
ご
い
ふ
不
公
正
に
な
る
の
で

、J
J

O

J
坤

u
o
d，

2
法
規
上
の
根
捺
|
|
世
胞
が
右
の
解
稗
は
法
規
上
不
都
合
の
や
う
に
も
見
へ
る
。
所
謂
、
有
権
的
解
稗
に

依
る
芝
、
暇
令
一
人
が
一
地
に
構
戸
し
て
も
、
住
居
又
は
少
く
ぜ
も
三
箇
月
以
上
、
其
地
に
滞
在
し
な
り
れ
ば
、

戸
数
割
の
義
務
な
し
さ
い
ふ
こ
さ
品
。
戸
数
割
の
納
税
義
務
者
た
る
に
は
住
居
又
は
三
月
以
上
の
滞
在
を
要
す
ぎ

い
ふ
の
は
、
業
は
此
が
人
税
た
る
以
上
、
営
然
だ
ご
い
ふ
の
で
あ
ら
う
が
、
併
し
地
方
税
に
闘
す
る
法
律
第
二
十

三
位
陣
に
は
、
堕
に
戸
数
割
は
構
戸
す
る
者
に
之
を
-
課
す
さ
し
て
、
別
に
住
慮
又
は
滞
在
を
要
件
さ
は
明
示
し
て
居

ら
ぬ
。
之
に
住
蕗
又
は
滞
在
を
快
く
場
合
に
戸
数
割
を
課
す
る
も
妨
げ
な
き
も
の
で
あ
る

44(上
に
も
市
制
百
十

九
僚
(
町
村
制
九
十
九
倍
)
に
は
、
市
内
(
町
村
内
)
に
住
慮
を
有
せ
守
又
は
コ
一
月
以
上
滞
在
す
る
こ
さ
な
し
芭
い
へ

ざ
も
、
市
内
(
町
村
内
)
に
於
て
土
地
家
屋
物
件
を
所
有
し
使
用
し
若
く
は
・
:
・
す
る
者
は
、
業
土
地
家
屋
物
件
:
-

:
に
劃
し
て
賦
課
す
る
市
(
町
村
)
誌
を
納
む
る
義
務
を
負
ふ
さ
規
定
し
て
居
る
。
此
場
合
に
は
之
を
適
用
し
て
可

で
あ
る
。
或
は
、
此
市
制
百
十
九
僚
の
規
定
は
、
物
税
に
関
す
る
規
定
で
、
戸
数
割
の
や
う
な
人
税
じ
は
営
ら
ぬ

自治研究、前出、 559) 



ざ
い
ふ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
元
来
、
此
戸
数
割
が
歴
史
的
仁
、
物
税
か
ら
後
展
し
た
も
の
で
、
卸
も
住
居
税
、
家
屋

使
用
枕
さ
で
も
い
ふ
も
の
か
ら
畿
展
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
今
日
、
大
韓
人
税
さ
せ
ら
る
、
こ

εに
な
っ
て
も
、

品
問
ほ
以
前
の
遺
物
を
、
或
は
痕
跡
を
存
し
て
居
る
の
で
あ
り
、
比
一
人
に
し
て
数
多
の
地
に
数
戸
を
構
ふ
る
が
如

き
場
合
に
は
、
或
度
土
で
、
特
例
ざ
し
て
、
本
来
以
物
税
の
矯
め
の
規
定
ど
も
、
形
式
上
に
は
此
じ
適
用
し
て
も

許
さ
る
べ
き
で
わ
る
。
即
年
一
人
一
戸
ざ
い
ふ
普
通
の
場
合
は
、
原
則
通
り
、
住
慮
又
は
三
月
以
上
の
滞
在
を
件

ふ
さ
し
て
も
、
か
〈
数
地
に
百
一
り
数
戸
を
有
つ
場
合
に
は
、
若
干
例
外
ざ
し
て
、
軍
に
構
戸
の
事
賓
に
基
き
、
其

l
;
 

副戸F
-
川uμ4券冴昨庭庶俳似似仔斤川
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韮尊
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咽摂F
い

Ii
隣
酷
職
叩
叫
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1一一可マt((
叫
説
私
(L、

川
知
や
し
も
住
成
滞
在
や
要
件
一
γ
せ
山
山
口
に
解
し
て
北
市
中
凡
な

〈
、
震
め
に
少
し
も
明
文
に
は
反
せ
ぬ
さ
思
ふ
。

め
若
干
の
経
問
ー
ー
か
〈
し
て
税
質
に
も
法
規
に
も
支
障
な
き
解
緯
が
特
ら
れ
た
さ
し
て
、
併
し
更
に
準

ん
で
考
ふ
る
ご
ぉ
此
に
戸
数
割
の
少
〈
ぜ
」
も
一
部
の
も
の
に
、
位
慮
滞
在
を
要
件
ご
せ
ぬ
の
は
、
失
張
λ

リ
人
税
の

本
質
じ
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
前
に
現
行
有
権
的
解
轄
の
下
に
、
所
得
資
産
な
き
者
に
戸
数
割
を
課
す
る
の

が
人
税
た
る
性
質
に
反
す
る
古
い
ふ
た
の
さ
同
じ
で
な
い
か
さ
い
ふ
肩
聞
が
生
や
る
や
う
だ
。
成
程
此
二
の
も
の

が
、
さ
も
に
良
〈
な
い
ご
い
ふ
こ
芝
、
完
全
な
解
答
で
な
い
ざ
い
ふ
こ
さ
は
一
慮
、
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
け

れ
ザ
」
も
此
二
の
も
の
、
中
で
、
何
れ
が
一
層
不
都
合
か
さ
い
ふ
ニ
さ
を
吟
味
し
て
見
る
さ
き
仁
、
所
持
資
産
な
き

者
に
人
柱
を
課
す
る
方
が
一
層
不
都
合
だ
さ
し
て
良
い
。
此
は
賓
質
的
に
又
、
根
本
的
に
も
不
都
合
で
あ
る
。
行
ん

Z品

叢

戸
数
割
に
於
げ
る
矛
盾

第
三
十
一
巻

四
七
五

第
四
披

j~ 



論

叢

O 

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

第
三
十
一
を

四
七
六

第
凶
一
競

Y

に
人
税
さ
し
て
不
都
合
な
の
み
で
な
〈
、

一
の
殺
さ
し
て
も
不
都
合
な
も
の
で
あ
り
、
斯
か
る
重
大
な
る
歓
陥

に
踊
す
ぺ
き
解
理
は
避
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
之
ぜ
回
開
。
、
位
慮
滞
在
を
要
件
ざ
し
な
い
ぜ
い
ふ
こ
さ
は

む
し
ろ
唯
花
形
式
上
の
こ
さ
で
あ
っ
て
、
人
が
或
慮
に
住
居
し
滞
在
す
ご
い
ふ
て
も
、
其
が
事
賞
に
一
致
せ
ぬ
こ

日
」
が
珍
し
さ
は
し
な
い
。
三
月
以
上
の
滞
在
ざ
い
ふ
さ
、
丁
度
一
年
の
四
分
一
、
業
廃
に
滞
在
し
た
か
何
う
か
さ

な
る
が
、
其
を
精
密
に
い
ふ
の
は
大
っ
か
し
〈
、

三
筒
月
に
一
時
間
切
れ
で
も
傑
件
が
満
た
さ
れ
ぬ
な
ど
も
奇
な

ゐ
ら
の
で
わ
る
ο

滞
在
の
方
以
ま
に
わ

佐
鹿
の
如

事
質
問
べ
で
w

例
ご
か
賀
際
仁
虹
い
ー
も
の
が
判
る
ご
し
て
も
、

き
は
、
賓
の
慮
、
滞
在
よ
b
も
怪
し
い
も
の
で
、
形
式
上
、
事
賞
三
異
っ
た
も
の
が
住
慮
ご
し
て
定
め
ら
れ
得
る

の
で
ゐ
り
、
住
庭
の
如
何
に
よ
り
て
謀
枕
さ
れ
る
ご
否
ご
が
分
れ
、
叉
は
税
の
軽
重
が
分
れ
る
さ
い
ふ
こ
ぎ
に
な

る
さ
、
人
は
粧
の
章
、
き
庭
を
避
け
て
、
軽
い
慮
に
名
義
上
の
住
慮
を
定
め
る
こ
さ
に
な
る
(
誌
瓦
)

0

業
矯
め
色
々
の

難
問
題
を
生
中
る
こ
さ
は
.
前
の
論
文
に
も
い
ム
た
逗
h
で、

か
、
る
佐
世
陣
滞
在
金
喧
し
く
い
ふ
よ
り
は
‘
む
し

ろ
所
得
財
産
の
方
に
重
き
を
設
い
て
問
題
を
考
ふ
る
方
が
一
層
得
策
で
あ
り
、
且
つ
合
理
的
で
も
あ
る
。

(註
E
)
ワ
グ
ナ
ー
は
、
特
に
人
的
住
慮
を
容
易
に
移
し
得
る
隣
接
地
方
闇
憶
が
あ
ヲ
て
、
其
の
住
慮
諜
擦
に
つ
き
問
題
と
な
る
宇
う
な
地
方
圏

健
が
低
普
所
得
税
附
加
枕
を
諜
し
て
居
る
と
皆
、
に
は
、
或
地
方
閣
僚
に
で
高
骨
其
を
賦
課
す
る
こ
と
が
閃
難
だ
と
免
し
、
セ

H
r
マ
シ
も
、
所

、
.. 
、‘.

得
税
を
住
民
の
事
に
課
す
る
と
き
に
、
此
所
得
税
あ
る
紐
背
州
白
人
が
、
容
易
に
其
白
な
き
所
の
=
品
十
ジ
ャ
ー
シ
1
州
に
法
律
上
の
住
所
を

。

移
す
こ
と
に
よ
り
て
、
逃
れ
得
と
い
ふ
で
居
る
。

( B) 
立
t去
上
よ

亙0) Wagne.， Die自nazielleMitbeti1igung der Gemeind>en. s. 62. Seligman， P山 lic
自nance.p. 195・
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町
方
策
其
も
の
|
|
前
記
の
や
う
な
解
揮
が
形
式
論
上
.
或
は
無
理
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
現
行
の
何

慮
か
の
規
定
に
衝
突
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
其
れ
な
ら
ば
、
何
に
も
強
ゐ
て
、
さ
う
解
離
せ
よ
さ
は
い
は
ね
。
む

し
ろ
前
掲
の
場
合
に
、
主
人
を
構
戸
者
‘
曙
て
納
税
義
務
者
さ
潟
し
、
現
在
、
構
戸
す
ろ
妻
又
は
子
を
其
納
税
管

理
人
ご
す
る
の
明
文
を
設
け
て
、
疑
問
を
氷
解
し
得
る
や
う
に
す
る
が
良
い
さ
思
ふ
。
主
一
理
由
は
、
前
来
設
〈
所

で
明
か
な
る
通
り
で
あ
り
、
之
に

I
b
て
夫
の
戸
数
割
が
税
さ
し
て
の
資
格
を
備
へ
、
叉
、
人
税
的
の
税
さ
も
な

ら
、
特
に
B
地
に
て
ち
相
常
の
課
税
に
ど
矯
し
得
る
こ
ご
に
な
る
の

E
ゐ
4
0
0

ろ
附
帯
施
震

パ
い
住
慮
地
に
偏
重
せ
ぎ
る
こ
さ
1

1
そ
し
て
此
場
合
、
是
非
さ
も
に
、
従
来
の
や
う
に
構
戸
地
中
に
て
住

慮
地
偏
重
に
な
る
や
う
な
配
営
の
規
定
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
る
ぎ
き
に
は
、
前
に
も
い
ふ
や
う
に

人
が
税
の
安
い
慮
に
住
虞
を
指
定
す
る
こ
ご
「
い
よ
り
て
、
踊
源
を
作
る
。
其
住
慮
が
、
主
人
の
官
職
上
の
関
係
か

ら
明
か
な
場
合
ド
は
、
ま
だ
弊
害
が
少
く
し
て
済
む
げ
れ
ぎ
も
、
其
れ
で
も
、
其
住
慮
た
る
戸
が
小
く
し
て
家
族

員
の
構
戸
の

E
大
な
場
合
の
如
き
に
は
、
住
蕗
偏
重
主
義
に
て
は
不
吾
川
T

を
生
や
る
し
、
ぞ
れ
か
ら
主
人
の
住
庭

が
官
職
上
指
定
さ
れ
た
場
合
に
も
、
必
中
し
h
其
指
定
地
の
み
に
住
慮
を
置
く
さ
は
限
ら
子
、
戎
度
ま
で
、
其
附

近
地
に
つ
き
選
定
し
得
る
。
此
場
合
に
も
住
慮
地
偏
重
は
暁
害
を
生
や
る
。
官
職
上
住
慮
の
指
定
さ
る
、
場
合
は

選
定
の
範
閣
が
ま
だ
狭
い
か
ら
弊
害
少
し
さ
し
て
も
、
主
人
が
勝
手
に
佐
官
陣
を
選
み
得
る
場
合
、
最
著
し
い
の
は

E歯

叢

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

第
三
十
一
巻

四
七
七

第
四
就



論

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

第
凶
器

第
三
十
一
巻

四
七
人

叢

利
殖
者
(
ラ
ン
チ
エ

1
)
階
級
の
場
合
だ
が
、
此
場
合
ド
い
は
毅
多
の
戸
の
中
、
税
の
軽
い
慮
を
選
ん
で
佐
庭
を
置
く

定
い
ふ
て
も
買
は
名
義
上
の
戸
を
置
く
さ
い
そ
」
さ
に
な
る
。
か
く
し
く
地
方
聞
に
不
必
卒
セ
生
じ
得
る
。
住
蕗

ぜ
否
ご
に
拘
ら
十
、
戸
の
重
さ
に
依
る
や
う
に
す
る
の
が
稽
営
で
あ
る
。

幻
財
源
地
仁
塗
加
を
許
す
所
得
ざ
し
て
は
其
に
於
け
る
土
地
家
屋
管
業
の
所
得
に
限
ら
今
、
少
く
ぎ
も
職

業
勤
務
捗
働
所
得
ど
も
加
ふ
る
噌
}
芯
I
l
-
-
私
の
湾
に
て
は
、
戸
数
制
の
作
成
構
戸
ピ
北
九
他
の
格
戸

f
r問
等
に
扱

ひ
、
た
Y

戸
の
重
さ
に
よ
り
て
所
得
を
分
配
す
ぺ
し
ご
す
る
も
の
だ
が
、
現
行
制
度
下
に
は
、
此
二
の
も
の
を
差

別
扱
す
る
。
其
慮
で
前
者
で
は
問
題
に
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
此
差
別
扱
す
る
後
者
に
て
は
問
題
と
な
る
の
は
、
戸

数
割
を
課
す
る
地
万
に
於
り
る
所
特
さ
は
何
を
指
す
か
さ
い
ふ
こ
さ
で
ゐ
り
、
業
決
定
如
何
は
や
が
て
、
財
源
地

構
戸
地
聞
に
も
推
し
及
ぼ
す
こ
ぎ
を
得
る
。
随
っ
て
私
の
考
の
や
う
に
し
て
、
住
所
構
戸
さ
其
他
の
構
戸
さ
の
差

別
そ
除
く
さ
し
て
も
、
此
財
源
地
に
参
加
を
許
す
所
得
に
つ
い
て
閉
じ
ゃ
う
な
問
題
を
生
や
る
。
き
で
な
が
、
前

論
文
に
於
で
、
戸
数
割
を
課
す
る
地
方
に
於
け
る
所
得
さ
は
、
其
に
於
げ
る
土
地
家
屋
管
業
物
件
の
所
得
に
限
ら

ぬ
。
葉
地
に
於
げ
る
職
業
勤
務
な
ざ
の
所
得
も
致
へ
て
可
な
り
さ
し
た
る
封
し
、
其
は
今
日
の
有
権
的
解
薄
ご
は

異
る
。
有
権
的
解
轄
に
て
は
、
位
露
地
た
る
構
戸
地
ゐ
る
さ
き
は
、
職
業
勤
務
等
の
所
得
は
.
其
住
露
地
へ
計
算

す
る
さ
い
ふ
こ
さ
だ
。
慮
が
蕊
に
問
題
は
、
む
し
ろ
佐
露
地
、
財
源
地
の
封
立
で
あ
、
地
方
に
於
け
る
利
盆
原
則

加
味
の
問
題
で
は
な
い
。
地
方
税
に
於
け
る
利
盆
干
係
の
考
慮
か
ら
い
ふ
さ
、
其
は
土
地
家
屋
管
業
が
主
さ
な
る

自治研究、前向、 5811) 



け
れ
ざ
も
、
軍
な
る
財
源
地
の
問
題
に
な
る
ご
、
決
し
て
此
三
者
に
限
る
ぺ
き
で
な
〈
、
其
地
方
か
ら
出
た
さ
明

一
不
し
得
る
限
hJ
、
実
地
万
ご
特
別
な
る
(
其
は
特
別
利
盆
さ
閉
山
ら
ぬ
)
離
る

J

ー
か
ら
ぎ
る
閥
係
に
あ
λ

り
ざ
し
て
、
業

地
の
課
税
樺
を
理
由
づ
け
る
こ
さ
に
な
り
(
詑
六
)
、
之
を
も
住
底
地
の
み
じ
配
蛍
す
る
こ
さ
は
、
地
方
聞
の
不
公
平

Je鷲
ら
し
、
策
の
得
た
る
も
の
で
は
な
い
。

勤
務
所
得
を
住
慮
地
課
税
f
し
の
み
す
る
さ
き
仁
、
人
々
が
粧
の
生
き

地
方
じ
佐
慮
を
移
す
こ
f
」
じ
よ
り
て
、
源
泉
地
を
不
利
な
ら
し
む
る
こ
さ
い
し
な
る
。

実
は
何
ざ
し
て
も
不
都
合

r

叉
、
之
を
財
源
地
の
も
の
さ
も
し
て
、
之
に
分
配
す
る
こ
之
は
、
賓
際
の
行
政
上
に
も
不
可
能
で
は
な
い
喜
七
)
。

(
話
穴
)

ワ
ゲ
十

I
は、

φ
〈
と
も
、
凡
べ
て
の
種
類
の
公
吏
、
民
支
一
、
使
用
人
及
拍
労
働
者
は
、
其
勤
務
所
得
の
矯
め
に
、
英
人
的
住
慮
た
Z
市

町
村
に
於
て
白
み
で
な
〈
、
役
目
、
的
務
及
努
働
白
場
掲
の
市
町
村
に
で
も
所
得
税
義
務
あ
る
こ
と
L

な
る
べ
曹
で
、
例
之
、
ま
勤
務
所
得
の

牛
分
づ
、
、
各
の
市
町
村
に
で
所
得
税
義
務
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
る
べ
き
だ
と
い
れ
。

〈
註
七
)

現
に
、

=
ュ

l

ヨ
!
グ
白
所
得
税
に
て
、
斯
の
知
き
も
の
、
特
に
此
底
に
て
得
ら
れ
、
他
地
に
住
ナ
る
者
に
蹄
ナ
る
も
の
に
、
其
一
雇
主

に
就
い
て
源
泉
課
税
を
鴛
ナ
。
給
料
及
職
業
所
得
に
つ
き
、
住
庖
地
で
な
く
、
財
源
地
に
課
税
構
を
典
ふ
る
主
義
を
寅
行
ず
る
例
は
他
に
も
あ

る。筒
、
貸
金
預
金
の
利
子
に
な
る
と
、
此
も
理
論
上
、
は
其
地
限
り
の
も
の
ふ
」
明
示
し
得
る
以
上
は
、
主
(
地
に
於
け
る
所
得
と
し
で
も
可
止
思
ふ

が
、
此
は
貨
は
勤
労
所
得
の
知
〈
大
鐘
表
現
的
な
も
白
と
は
異
り
、
無
形
的
で
あ
り
且
つ
鍔
綜
し
た
る
干
係
左
も
な
り
得
る
の
で
、
此
分
別
が

六
っ
か
し
い
。
之
を
分
別
ナ
る
ζ

と
が
煩
に
過

f
る
で
あ
ら
う
。
で
此
分
は
財
源
地
に
於
け
る
計
算
和
、
b
し
で
除
く
己
と
が
、
費
際
的
だ
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ti1l 

叢

第
四
時
珊

戸
数
割
に
於
け
る
予
盾

第
三
十
一
巻

四
七
丸

1司Tagner，Die finanzlel1e Mitbeteiligun宮 s.68. 
Seligman， 1. c. p. 20[・租涜研究、七巻、 127

日)
13) 
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叢

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

第
三
十
一
巻

第
四
就

四

四
八

O

第
二
段

戸
数
割
の
代
用
税

↓
現
行
制
1

1
下
に
て
は
、
戸
数
割
を
施
行
し
難
き
地
方
に
は
所
得
税
附
加
穂
を
許
す
外
に
、
家
屋
税
率
の
増
徴

を
も
許
す
ご
い
ふ
咽
}
ご
行

0

・4

レ
し
、
，
ヤ
七
百
「

-
-
4よ
J

訓
剖
号
r
H

/，‘、

仰
所
得
税
附
加
税
戸
数
制
の
代
り
に
、
所
得
税
附
加
一
枕
ケ
用
ぬ
る
ざ
い
ふ
の
は
宜
し
い
。
否
な
戸
数
割
が

所
得
税
の
代
り
の
殺
な
の
だ
か
ら
し
て
、
戸
数
割
の
代
り
に
、
所
得
税
附
加
殺
を
周
ゐ
る
ず
』
い
ふ
の
は
、
却
っ
て

本
に
艮
る
さ
い
ふ
も
の
で
あ
り
、
人
税
に
代
る
に
人
税
を
以
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
非
難
す
ぺ
き
も
の
を
有
た

戸
、
炉
、
。

守

'a・
1
M

、、‘，
J

、、，/

B
家
屋
税
増
率
1

i
い
併
し
戸
数
割
の
代
り
に
家
屋
税
を
以
て
す
る
の
は
不
営
で
あ
る
。
家
屋
殺
は
本
来
、
物

f

t

f

目、、

税
で
あ
b
、
実
は
殆
ん
ど
凡
ぺ
て
の
人
の
認
め
る
所
で
あ
る
(
詮
八
て
其
の
疑
も
な
き
物
税
に
よ
り
て
、
人
税
た
る

戸
数
割
の
代
'
り
を
さ
せ
る
乞
い
ふ
の
で
は
、
男
を
以
て
女
の
代
用
ざ
す
る
や
う
な
も
の
で
、
本
営
の
代
h
ノ
は
出
来

品
兼
ね
る
。
地
方
税
に
は
人
税
物
税
の
通
営
な
る
並
存
を
必
要
ギ
ず
る
の
仁
(
註
九
)
。
庚
義
の
戸
毅
割
(
代
用
粧
を
合

め
て
)
の
中
に
物
就
が
入
っ
て
来
る
さ
、
此
通
営
な
る
関
係
を
傷
け
、
物
税
偏
重
、
度
を
失
す
る
こ
さ
に
な
る
。

其
も
凡
ぺ
て
の
物
枕
へ
の
偏
重
な
ら
ば
、
或
は
一
の
主
義
ざ
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
軍
に
業
中
の
一
た
る
家
屋
耽

自治研究、前出、 6214) 
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¥
Fノ

の
偏
重
で
は
戚
心
し
な
い
。
ろ
尤
も
比
の
如
く
戸
数
割
の
代
り
に
家
屋
稔
を
持
ち
来
つ
だ
の
に
も
多
少
許
す
ぺ
き

も
の
は
ゐ
る
。
其
は
都
曾
地
の
や
う
に
人
の
移
住
の
多
き
慮
に
は
、
戸
数
割
の
行
ひ
難
、
き
も
の
が
あ
る
の
だ
が
、

き
う
か
さ
い
ふ
て
所
得
税
で
は
免
税
勤
が
相
営
高
〈
存
在
し
て
、
下
級
者
に
及
び
得
ぬ
の
で
、
之
に
も
及
ぼ
す
品
川

め
に
、
家
屋
税
に
よ
り
、
そ
し
て
其
輔
嫁
作
用
に
依
ら
う
ぜ
い
ふ
の
で
あ
る
ο

併
し
家
屋
税
は
家
屋
の
所
有
者
に

課
す
る
税
で
あ
っ
て
、
此
に
彼
よ
り
借
家
人
た
ろ
下
級
者
へ
の
轄
嫁
に
よ
り
て
、
戸
数
割
の
代
用
目
的
伝
達
し
ゃ

う
さ
い
ム
の
だ
が
、
北
(
輔
嫁
が
買
は
規
則
正
し
く
、
均
等
仁
行
は
れ
る
も
の
で
な
く
市
成
時
は
全
く
良
〈
此
が
行

は
れ
て
も
、
他
の
時
に
は
一
部
し
か
行
は
れ
や
、
又
他
の
時
に
は
全
く
行
は
れ
ぬ
ぜ
い
ふ
こ
さ
も
あ
り
得
る
(
詮
一

O
)
。
且
つ
又
此
家
屋
税
の
牧
盆
税
さ
し
て
の
精
紳
か
ら
い
ふ
さ
、
む
し
ろ
此
樽
嫁
が
行
は
れ
や
し
て
、
家
主
に
負

携
が
止
ま
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
h
(註
一
一
)
、
決
し
て
此
が
戸
数
割
の
通
常
な
る
代
用
物
で
は
あ
り

三
井
、

L

、。

訓
干

T
一
L

(
註
八
)

家
屋
税
は
、
殆
ん

E
凡
べ
て
の
意
味
に
で
物
税
と
せ
ら
れ
る
。

(
註
丸
)

例
之
，
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
地
方
枕
陀
は
物
税
は
勿
論
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
が
、
併
し
叉
、
地
方
問
憶
に
は
一
般
的
任
務
が
あ
り
、
従
ふ
て

彼
の
斯
の
知
曹
佳
務
か
ら
生
ず
る
頁
櫓
が
、
其
筏
局
者
の
全
憶
か
、
b
、
其
給
付
能
力
白
一
般
的
標
準
に
よ
り
て
爾
ら
す
べ
奇
も
の
と
い
ふ
己
と

に
な
る
。
そ
し
て
其
は
人
税
に
て
、
就
中
、
最
明
か
に
一
般
所
得
税
に
よ
る
べ
き
も
の
と
せ
ら
る
主
党
ナ
。

(註

-
O
)
例
之
、
ロ
ツ
ヴ
は
、
賃
貸
し
た
家
主
は
、
営
該
市
部
又
は
全
害
地
方
が
、
不
景
気
に
遇
ふ
た
と
き
に
は
、
家
局
穏
を
侍
突
入
に
輔
嫁

す
る
と
と
は
出
来
ね
と
い
ふ
。

3命

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

第
三
十
一
巻

第
四
披

五

議

四
ji、
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論

叢

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾

第
三
十
一
巻

(
註
-
ご

第
四
琉

ロ
ツ
ツ
は
、
取
盆
税
制
の
下
に
は
、
家
屋
枕
旧
家
屋
に
止
ま
る
と
い
ふ
考
が
明
か
に
認
め

b
る
ふ
と
断
じ
て
居
h
o

四
A 

占ノ、

三
其
封
策

件
特
別
所
得
税
の
設
定
1
l
j箕
庭
で
、
之
を
匡
正
す
る
の
に
は
、
前
記
、
家
屋
粧
を
代
用
す
る
こ
さ
を
止
め
て

所
得
税
附
加
設
の
足
ら
ね
所
を
補
ふ
ぺ
き
も
の
さ
し
て
、
其
免
税
貼
以
下
の
下
級
所
持
者
に
封
す
る
特
別
所
得
税

を
設
け
る
の
が
勘
め
ら
ゐ
、
(
詮
一
二
)
O

出
来
る
な
ら
ば
此
を
行
ふ
た
ら
宜
し
い
。

地
方
所
得
枕
に
亡
、
岡
枕
に
於
け
缶
、
所
得
悼
仙
の
九
稔
鮎
以
下
に
も
深
「
〈
告
と
と
に
う

U

て
崎
、
組
Z
、
地
方
税
に
於
け
る
来
設

課
枕
、
設
二
六
参
照
。

、+Z
田

町

田

d

rι
四

日

同

咽

目

、

伊
給
料
税
の
設
定
|
|
併
し
叉
、
事
情
に
よ
り
で
は
免
税
措
以
下
の
下
級
所
得
者
の
特
別
所
神
税
が
行
ひ
難
い

然
る
さ
き
は
、

一
案
ざ
し
て
は
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
特
じ
葉
地
の
下
級
者
に
勢
働
者
官
会
民
克
の
多
き
場
合
の

如
、
き
、
源
泉
課
税
ざ
し
て
の
給
料
税
に
よ

h
て
、
所
得
税
に
か
、
ら
ぬ
勢
働
者
俸
給
者
を
課
税
す
る
こ
ぜ
が
問
題

に
な
る
。
勿
論
、
此
は
完
全
な
る
人
税
で
は
な
く
、
多
分
に
物
積
的
性
質
を
有
し
、
随
っ
て
家
屋
税
そ
止
め
て
此

に
移
る
の
は
、
物
税
に
代
る
に
物
税
的
の
も
の
を
以
て
す
る
に
終
旬
、
五
十
歩
百
歩
の
宰
じ
蹄
す
る
か
も
知
れ
れ
刷

け
れ
ど
も
、
此
給
料
税
の
方
は
、
納
税
義
務
者
を
給
料
取
者
芝
潟
し
、
雇
主
を
軍
な
る
納
税
管
理
人
ぎ
す
る
の
で

下
扱
民
仁
も
其
所
得
に
つ
き
て
納
税
し
て
居
る
さ
い
ふ
自
畳
を
輿
へ
る
上
に
て
、
家
屋
枕
の
や
う
な
純
然
た
る
物

枕
で
、
家
屋
所
有
者
を
義
務
者
ご
す
る
も
の
に
は
勝
っ
て
居
る
。
尤
も
此
給
料
税
の
負
擦
の
蹄
着
は
家
屋
税
の
英

Lotz， ebenda. s・ 322.
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守
」
似
た
も
の
が
ゐ
っ
て
、
此
賠
か
ら
し
て
此
が
家
屋
税
よ
り
も
、
よ
り
多
く
下
級
所
持
者
に
鯖
す
る
ご
は
必
や
し

も
い
ひ
難
く
、
比
貼
に
於
て
此
が
家
屋
税
に
勝
る
さ
は
い
ひ
粂
ね
r
Q

っ
ぞ
れ
か
ら
此
給
料
税
の
快
黙
は
、
下
級
所

得
者
に
し
て
賃
金
乃
至
給
料
を
受
け
ダ
る
種
類
の
も
の
を
漏
ら
す
ご
い
ふ
こ
マ
」
で
あ
る
。
が
主
一
地
の
事
情
に
よ
り

て
は
此
の
如
き
者
は
看
逃
し
て
も
良
い
、
位
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
向
又
、
此
源
泉
課
税
下
に
、
共
地
方
に
て

働
き
其
地
方
じ
住
居
す
る
も
の
は
問
題
ご
な
ら
必
け
れ
ご
色
、
其
地
方
に
一
1
働
き
他
地
方
に
構
戸
し
住
居
ず
る
者

に
は
問
題
か
生

V
4
1
此
hr
何
う
す
ゐ
か
は
財
源
地
ご
構
戸
地
ご
の
聞
係
に
矧
す
る
原
則
次
筋
で
い
鼠
四
四
し
な
け
れ

ば
な
ら
向
。
ぞ
れ
か
ら
比
源
泉
課
耽
に
よ
り
で
は
‘
他
地
方
に
て
儲
げ
て
此
地
万
に
橋
戸
す
る
も
の
を
逃
か
す
ニ

ぜ
に
な
る
が
、
其
れ
だ
け
は
、
多
少
面
倒
で
あ
り
、
遺
漏
を
生
市
ナ
る
恐
も
ゐ
ら
う
が
、
各
人
の
庇
時
申
告
に
待
つ

J
P
、Lト
、

0

9JTE'LW 

代
所
得
税
附
加
殺
の
み
ご
す
る
よ
さ

l
|上
に
い
ふ
や
う
に
、
前
記
二
の
方
法
さ
も
に
貫
行
困
難
に
泡
ふ
し
、

又
給
料
積
の
如
き
は
理
論
上
に
も
不
完
全
の

b
の
が
ゐ
る
。
立
(
慮
で
何
の
支
障
も
な
い
方
法
ご
し
て
は
、
矢
掛
b

戸
数
割
の
貰
行
し
難
き
地
方
の
人
税
は
、
む
し
ろ
所
得
境
附
加
設
の
み
さ
し
て
置
く
の
が
最
理
想
的
だ
ざ
す
る

(
謹
一
=
一
)
。
立
(
れ
ご
諸
物
税
さ
に
て
地
方
税
を
按
排
す
る
の
が
至
営
で
あ
る
。
其
れ
で
は
牧
入
が
何
う
も
足
ら
ぬ
芝

い
ふ
な
ら
ば
、
実
さ
き
は
節
約
に
依
る
V
、
闘
庫
又
は
上
級
随
時
よ
り
し
て
の
助
成
に
待
つ
外
な
い
。

(
註
=
=
)

地
方
に
で
も
、
園
稔
な
か
の
免
滋
鮎
と
す
る
こ
と
が
理
混
だ
と
い
ふ
と
と
に
ヲ
い
て
は
、
州
明
文
、
地
方
品
叫
に
於
け
る
累
進
課
税
参

論

叢

戸
数
刊
叫
に
於
け
る
矛
盾

第
三
十
一
巻

四
i¥ 

第
四
競

セ
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。論

叢

四
ノ、

四

戸
数
h

割
に
於
け
る
矛
盾

第
=
一
十
一
容

第
四
披

一/、

品吉

局命

以
上
要
之
.
戸
数
割
は
地
方
税
制
中
、
最
厄
介
な
問
題
で
あ
る
、
之
が
税
質
は
大
局
上
か
ら
見
て
、
人
税
ざ
し

て
完
成
せ
し
む
ぺ
き
も
の
だ
が
、
現
在
の
之
が
立
法
及
行
政
の
下
に
て
は
、
人
税
ぜ
矛
盾
し
た
性
質
佐
多
分
に
有

っ
て
居
る
。
之
を
出
来
ゐ
だ
け
其
本
来
の
性
質
に
趨
す
る
や
う
に
解
稗
し
又
は
h
u
し
ろ
謹
ん
で
政
治
す
る
こ
ご
が

急
務
で
あ
る
さ
信
十
る
。
其
に
は
、
戸
数
割
の
義
務
者
は
濁
立
の
所
得
者
さ
す
る
や
う
に
解
薄
又
は
改
法
し
、
家

屋
税
を
戸
数
割
に
代
ら
し
む
る
の
は
廃
止
す
る
ニ
ご
じ
す
る
の
が
肝
要
で
あ
る
。
其
他
の
改
革
も
賞
は
先
づ
此
先

決
問
題
を
解
決
し
て
後
の
こ
さ
に
過
ぎ
な
い
。

租税肝究、十巻、 32420) 


